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広報ながれやまは、温室効果ガス削減のため、古紙含有率100%の再生紙に石油系溶剤を使用していないインキで
印刷しています。また、ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

掲載記事へのお問い合わせの際は、
電話番号の押し間違えのないようにお願いします。

●流山市のホームページアドレス　http://www.city.nagareyama.chiba.jp/
●〒270－0192　千葉県流山市平和台1－1－1　☎04-7158－1111（代表） ●発行／流　山　市 

●編集／秘書広報課 

市の人口と予算
（　）内は前月比／前年同月比【人口・世帯】

【予算】

合計
男
女
世帯

一 般 会 計
特別・企業会計

＝
＝
＝
＝

＝
＝
389億3,562万6千円
352億5,136万8千円

（＋
（＋
（＋
（＋

／＋
／＋
／＋
／＋

158,329
78,672
79,657
62,081

人
人
人
世帯

113
66
47
89

2,619
1,311
1,308
1,881

）
）
）
）

〈8月1日現在〉
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あなたの流山ライフを
豊かに楽しくする

流山市LINE公式アカウントのご登録を
イベント情報や災害情報などを配信 登録は

コチラ

万華鏡作家・中里保子の

日記らき らき

　流山生まれ・流山育
ち、生粋の流山人。ス
ポーツウエアのデザイ
ナーとして勤務する傍
ら万華鏡への関心が高

まり、平成10年から本格的に万華鏡制作を始める。
以来25年以上にわたり創作活動を続け、独自の
技法で制作する万華鏡は世界中で高い評価を受
けている。USA Brewster Kaleidoscope Society
コンベンション最優秀作品賞を6回
受賞。市民との交流を大切に万華
鏡教室も定期的に
開催。

第1回　万華鏡の世界へようこそ!
　誰もが一度はのぞいたことのある万華鏡。思い浮かべ
るのは千代紙で巻かれた丸い筒ではないでしょうか。そ
の形から日本発祥のものと思われがちですが、発明した
のはスコットランドの物理学者。実は200年も前に誕生し
たものです。今やその万華鏡は姿も見える画像もいろい
ろと形を変え、どんどん進化しています。
　25年前、進化形の一つと出会った私は、見たこともない
不思議な世界のとりこになってしまいました。今思えば、そ
の出会いは運命でしたね。以来、「自分でも作ってみたい」
という好奇心に駆られて万華鏡を作るようになりました。
　平成17年アメリカでの公募展入選をきっかけに、毎年
開催されるコンベンションにも参加するようになります
が、よく覚えているのは初参加の時のこと。世界的に著
名な作家に囲まれてただただ目を見張るばかりでしたが、
作り手にはそれぞれのスタイルがあり、奥が深いのだと思
い知りました。そして、「次は絶対に私らしい万華鏡を発
表しよう」と心に誓ったのです。ちょうどその頃、江戸時
代の人や文化に興味があった私は、江戸の世界観を形に

することで、日本の伝統や自分らしさを表現しようと思い
立ちます。そして、翌年に発表した作品が、江戸期に描か
れた模様を題材にしたガラスの万華鏡「秋草」です。
　万華鏡の外観は実にさまざま。「秋草」の本体は、鉄の
台座に四角形のガラスを組み合わせています。赤色のガ
ラスを砂で彫って下地の黄色を出す技法により、ガラスな
のに蒔

まき

絵
え

のような繊細な表情が楽しめます。中にライト
を灯

とも

すと行
あん

燈
ど ん

のよう。また、ミラーの設計は特殊で、内部
をのぞくとよく知られる曼

まん

荼
だ

羅
ら

模様ではなく、鼓のような
立体的な模様が扇状に広がります。
　現在「秋草」は、流山本町にある流山万華鏡ギャラリー&
ミュージアムに所蔵されており、今月から映像の上映も
あるので、ぜひこの機会に足を運んでみてはいかがで
しょうか。
　万華鏡を語ると切りがあり
ません。これから毎回そんな
万華鏡の魅力や楽しみ方な
どをお話ししていこうと思い
ます。お楽しみに。

万華鏡作家
中里 保子

はすの実飾りづくり
クリーンセンターのリサイクル講座

「障害のある子もない子も、スポーツが苦手な子も得意な子も、みんなで
一緒に楽しめる場所を作りたかったんです」と笑顔で語ってくれたのは、
NPO法人スマイルクラブ理事長の大浜あつ子さん。
大浜さんは、体育教師として長年子どもたちと向き合ってきた。活動の
きっかけは、平成10年に発達障害のある子の保護者の方から「学校の体育
の授業についていけないので、運動を教えてほしい」と相談を受けたこと
だった。「障害のある子どもたちは家に帰った後、何をしているのだろう。
子どもたちが楽しそうにスポーツをしている姿を見て、こういう場所が必要
なんだと強く感じました」と活動開始当時を話す。
大浜さんがスポーツ教室を開いたところ、口コミで参加する子どもたち
が増え、障害のある子だけでなく、その兄弟姉妹やスポーツが苦手な子ど
もたちも参加するようになった。平成12年にNPO法人スマイルクラブ
を設立。「運動が苦手な子の教室」と「バレーボール教室」からスタートし、
現在では障害の有無に関わらず未就学児から大人まで、誰もが楽しめる
総合型地域スポーツクラブへと進化を遂げている。
継続して通い続ける会員も多く、「初めて教室に来たときは小学1年生

だった子が、30歳を超えた今でも通い続けたいと言って通っているんです」
と大浜さんは目を細める。
スマイルクラブは、子どもたちにとって運動を楽しむ場所であると同時に、
保護者にとっても大切な場所となっている。「お母さんたちにとっても、
子どもたちが教室でスポーツをしている時間は、悩みや困っていることを
共有できる貴重なコミュニティになっているんです。以前、生徒として
通っていた子どもたちの中には、卒業後もアシスタントスタッフとして
関わり続けてくれる子もいるんですよ」と大浜さんは語る。
今後の目標について大浜さんは「子どもたちが笑顔でスポーツを楽しん
でいる姿を見ると、本当に嬉しくなります。これからも一人でも多くの
子どもたちにスポーツの楽しさを伝えていきたいです。活動を継続して
いくためには、一緒に活動してくれるスタッフの方も必要です。スポーツ

指導に興味のあ
る方、子どもた
ちの成長を見守
りたい方は、ぜ
ひお声掛けくだ
さい」と力強く
語ってくれた。

Vol.150Vol.150

体育教師の想いから生まれた 
誰もが笑顔でスポーツを
楽しめる居場所
NPO法人スマイルクラブ
理事長 大浜 あつ子さん(野々下在住、69歳)

日9月8日㈪10時～16時
所クリーンセンター
定8人（多数抽選）　費400円
持裁縫道具、昼食など
申電子申請または往復はがきに開催日、講座名、住所、氏名(フリガナ)、
電話番号、返信用に宛名を明記の上、8月25日(必着)までに
〠270－0174流山市下花輪191クリーンセンターへ
郵送
問クリーンセンター☎7157－7411
ID 1050564

利根運河歴史トーク 佐和山落城記
石田三成と東深井山田家

　｢ギャラリー平左衛門｣は、約130年前に建てられた山田家所有の蔵をリノベーションし、
展示やコンサートの会場として活用されています。その蔵で保存されていた、江戸時代に
書かれたといわれる｢佐和山落城記｣をもとに、山田家と石田三成との関係や、山田家の先祖
が関ヶ原の戦いから東深井の地に至るまでを、
流山史跡ガイドの会理事長･田村哲三さんに
お話していただきます。講演後、田村さんとの
座談会も行います。
日9月18日㈭10時～12時15分
所ギャラリー平左衛門(東深井)
定20人(先着順)
費500円(資料･保険代、飲み物付き)
申8月11日9時から利根運河交流館に電話
問利根運河交流館☎7153－8555
(月･火曜休館、祝日の場合は翌日)

　柏市との市境にある野馬土手から見えてくるまちの歴史を、市立博物館の学芸員がお話し
します。お茶を飲みながら気軽に学びましょう。
日9月13日㈯10時～11時30分
所東部公民館
対中学生以上　定30人(先着順)
費300円(資料･飲み物代)
持筆記用具
申8月12日10時から木の図書館に電話または直接
窓口へ
問木の図書館☎7145－8000
ID 1050642 松ケ丘にある野馬土手

ヒストリーカフェ
野馬土手から見えるまちの歴史

木の図書館・
博物館共催

教養講座

「秋草」内部の様子

「秋草」の動画は
こちらをチェック▶


